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１．研究計画の概要 

アカガレイの卓越年級群の発生には，浮遊
仔魚期に適度な乱流と照度を必要とするこ
とを野外調査より解明し，漁獲量変動が激し
いアカガレイの資源量変動を，簡便な気象観
測・採水・水温計測のみで推定可能とする。 

 
２．研究の進捗状況 
研究期間は 4年間であるが，アカガレイの産
卵期が 12 月から 4 月に亘るため，当初より
最終年度には野外調査は行わず，扱うデータ
は 3カ年分を予定している。 
(1)天然浮遊仔魚・餌生物採集，乱流・照度・気
象データ収集（野外調査）： 
毎年 12 月から 4 月まで 8 回，3 カ年計 24 回の
調査のうち荒天で実施できなかった 1 回を除い
て 22 回での調査を実施し，平成 23 年 4 月に最
後の 1 回の調査を予定している。これまでのとこ
ろ，アカガレイ卵 は 表 層 に ， 仔 魚 は 水 深
15m 層に多く出現し，卵と仔魚出現の盛
期はそれぞれ 1 月中旬から 2 月，1 月下
旬から 3 月中旬と判断された（達成度 92%）。 
(2)仔魚食性・摂餌強度・環境中餌密度調査： 
3 カ年の調査のうち，2 カ年分は終了，もう 1 カ年
分は現在約 50%まで終了。仔魚は，初期餌料で
あるかいあし類ノープリウスの中でも比較的小型
な Oithona similis を多く捕食し，摂餌強度は仔
魚が高密度に生息した水深 15–30m 層で高く，
表層では低水温が，45m 層では低照度によって
摂餌が制限されることが明らかとなった。かいあ
し類ノープリウスの密度は，年変動・季節変動・
層別変動が認められたが，それらの差はあまり
大きくないことが明らかとなった（達成度 83%）。 
(3)仔魚成長率（成長速度）調査： 
2 ヶ年分の解析終了。3 カ年目は未着手だが，

来年度 6 月頃までに完了の見込み。仔魚のラピ
ラス耳石日周輪の幅は，採集直前の水温とノー
プリウス密度を説明変数とする非線形重回帰モ
デルによって，4.7C，32.9 個体/L で最大値に
達することがわかった（達成度 67%）。 
(4)乱流・照度解析：2 カ年分終了し，3 カ年目を
着手。水深 45m で摂餌限界と考えられている
0.1mol·m-2·s-1 に達するため，この水深までの乱
流と照度についてさらに検討を進める。ただし，
理論値と実測値の関係は 3 カ年分データが揃っ
た段階で再度見直す予定。（達成度約 50%）。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
上述のように全体としての平均達成度は 73%だ
が，アカガレイ仔魚の食物に含まれる尾虫類の
同定技術に関して，関連する論文を現在投稿し
ており（「仔魚の餌生物として尾虫類 Oikopleura 
spp.の重要性」），同時採集されたヒレグロの成
長に関する論文も印刷され，当初計画にはない
成果も得られつつあるため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
予定通り，期間内に全ての項目を完了させ，ア
ウトリーチを加速させる。具体的には，平成 23 年
度中に，「仔魚の耳石微細構造」，「仔魚の食性
の経年変化とその要因」，「仔魚の成長率の経
年変動」の 3 編の論文を投稿する。また，10 月
下旬には噴火湾渡島胆振地区の漁協関係者に
対して研究成果を講演し，11 月には水産海洋
学会において「仔魚の成長率と照度の関係」に
ついて発表する予定。 
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